評価料金及び積算内訳について

　評価事業の公平性･透明性を確保することから、評価機関は評価にかかる料金を公表する必要があります。　

料金設定は、各評価機関が行うこととします。

評価料金は、評価調査者の人件費や旅費など評価に要する直接的な経費や、その他評価機関の維持運営のための諸経費が含まれますが、評価に納得してもらえるような金額でなければならず、評価の流れ・手順に対応した時間数、工程数に応じ、適切に積算することが必要です。

　また、施設の規模や入所･通所など、福祉サービスの内容や種類の違いを考慮すべきであると同時に、事業者が独立採算できるような金額を設定すべきであると考えます。


評価料金【 参考例 】

評価受審にかかる費用は、評価対象サービス事業者すべてにおいて、

￥ ○,○○○～￥ ○○○,○○○(税込)で承ります。

下記表のモデル施設における見積額をご参照ください。

	区分
	サービス種別
	モデル規模
	モデル金額(税込み)

	子ども
	保育所
	利用者100名、職員35名(うち非常勤15名)
	￥○○○○

	高齢者
	痴呆性高齢者

グループホーム
	18名(2ユニット)、職員5名（うち非常勤10名）
	￥○○○○

	
	訪問介護
	利用者100名、職員25名(うち非常勤20名)
	￥○○○○


· 上記金額は、移動時間や評価機関の運営にかかる経費など評価活動に関するすべての諸経費を算出してあります。

· 独自の調査項目の設定や調査実施回数の多少等により金額は変動することがあります。個別にお見積をいたしますのでご相談ください(無料)。







